Historical Evolution of Primary Educational Development in Cambodia Vol.1: Introduction and Expansion of School Education (Until 1958) by 平山 雄大
215カンボジアにおける初等教育開発の歴史的展開①（平山）
はじめに
カンボジアは，1863年から 90年間続いたフランスによる植民地支配や 1953年の独立後の度重な
る政権交代，内戦，共産勢力クメール・ルージュ（Khmer Rouge）の台頭，社会主義の導入等によっ
て，国家の姿勢を大きく変えながら目まぐるしい近現代史を形作ってきた国である。独立から 40年
の間に国名はカンボジア王国（Kingdom of Cambodia），クメール共和国（Khmer Republic），民主カ
ンプチア（Democratic Kampuchea），カンプチア人民共和国（People’s Republic of Kampuchea），カ
ンボジア国（State of Cambodia），カンボジア王国と変遷を遂げ，その都度国旗や国歌も変更されて
きたことがその事実を如実に示している。
本論文は，このような中で実施されてきたカンボジアの教育開発を捉え直し，その歴史的展開
を明らかにすることを目的としている。1990年に開催された万人のための教育世界会議（World 
Conference on Education for All）に端を発する近年の世界的な教育開発の流れの中で，カンボジア
も「初等教育の完全普及」（universal primary education: UPE）達成を目指しているが，いまだにそ
の実現には多くの困難を抱えている。近現代の植民地支配や社会的混乱が現在の初等教育開発にどの
ような影響を及ぼしているのかを考察することを念頭に置き，特に初等教育に焦点を絞って論を進め
たい。
カンボジアの教育の歴史を幅広く扱った先行研究には，エイヤーズ（Ayers）（１）やクライトン
（Clyton）（２）によるものが代表的なものとして取り上げられる。また，教員養成の歴史を重点的に扱っ
たコロク（３）やドゥガン（Duggan）（４）の論文，『クメール人教師のための雑誌』（Revue de l’instituteur 
khmer）の分析を通して独立前後の学校教育の内容を追った林原（５）の論文，特定地域の学校教
育制度の導入状況を『理事官府定期報告書』（Rappor ts périodiques économiques et politiques de la 
résidence）から明らかにした北川（６）の論文，歴史研究の中に教育に関する記述が散見されるチャン
ドラー（Chandler）（７）の著作等も存在する。フランスによる植民地支配の時期に関しては，ビロドー
（Bilodeau）（８）の報告，フォレスト（Forest）（９），ブザンソン（Bezançon）（10），ソーン（Sorn）（11）等の
研究にも詳しい。しかしながら，現在の教育開発の諸問題を歴史の体系化を図ることによって考察す
るような研究は少なく，初等教育に焦点を絞ったものも管見の限り見当たらない。それぞれの国の歴
史的な事情を考慮せずに「開発途上国」として一緒くたに捉え，一定の目標年限を設けた初等教育開
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発が推進されている現在において，問題の根源を見つめる作業としてそれぞれの国における初等教育
開発の歴史を捉え直すことには一定の価値があろう。
カンボジアにおける教育開発の歴史区分方法は明確に定まってはいないが，本論文では，①学校教
育の導入と拡大（1958年以前），②学校教育の発展と崩壊（1958～ 1979年），③学校教育の復興（1979
～ 1993年），④新政府樹立後の教育発展（1993年以降）に四分する。その第 1部として本稿は「カ
ンボジアにおける初等教育開発の歴史的展開①」と題し，カンボジアの学校教育の転換点であった
と考えられる 1958年の教育改革以前の部分を取り上げる。構成は以下の通りである。まず第 1節に
おいて，1900年代初頭に複数形態の学校教育が導入された背景とそれらの実状を把握する。続く第 2
節において，1920年代から始まる改革寺院学校（école de pagode renovée）を利用した教育の量的拡
大，及びフランスからの独立前後のクメール公立学校（école public khmer）の躍進を追う。
１．学校教育の導入
18世紀後半以降，隣国のシャム（現在のタイ）とベトナムの両勢力によって，カンボジアは国家
滅亡の危機に陥っていた。当時のカンボジアでは王権が弱体化しており，シャムの支援を受けた王
とベトナムの支援を得た王が交互に王位に就くことが習慣化していたが，両隣国の干渉に加えて王室
の内紛や地方官僚の離反等も続き，国力は衰退の一途をたどっていた。1835年には女王アン・メイ
（Ang, Mey）（在位 1835～ 1841年）がベトナムに行政権を奪われ，1841年には国内に国王が不在と
なった。1845年にシャムとベトナムの妥協が成立し，アン・ドゥオン（Ang, Duong）（在位 1845～
1859年）が国王の座に据えられると国内は一時的に平穏を取り戻したが，実質的にはシャムとベト
ナムの二重宗主権下に置かれていた。
王位を継いだノロドム（Norodom）（在位 1860～ 1904年）は 1863年にフランスと保護条約を結び，
フランスの保護下に入ることによって両隣国からの干渉を回避し，国家滅亡の危機を逃れた。締結さ
れた保護条約は比較的緩やかなものであったが，フランスの強硬的な姿勢の下，1884年には国家主
権を全面的に譲渡させられる厳しい内容の条約が調印され，1887年にカンボジアは仏領インドシナ
（l’Indochine Française）に編入された。
フランスの力が及ぶ前のカンボジアに学校教育制度はなく，寺院が地域社会の教育機関として機
能しているのみで，僧侶が男子に限り，仏教教義を学ぶための基礎的な読み書きや道徳等を教えて
いた（12）。その内容は，ヤシの葉に書かれた経，民話，社会的価値観をまとめた規範集「チバップ」
（chbab）の音読や暗唱等からなっていた。「チバップ」を紐解くと，僧侶は親のように与え，伝え，
命令し，生徒は子どものように受け取り，信じ，従うものである（13）。そこでは議論よりも暗記が求
められ，僧侶から生徒への一方通行の知識伝達が良いとされていた（14）。
カンボジアで最初に設立された非宗教教育機関は 1867年にノロドムが王族のために設立した学校
であり，次いで 1873年にはフランス人海軍大尉であったフェリーロールズ（Ferryrolles）がフラン
ス語学校を開校している（15）。また，1885年にはプノンペン（Phnom Penh），コンポート（Kampot），
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コンポンチャム（Kampong Cham），クラチェ（Kratie）に通訳学校（collège d’interprète）が設立さ
れた（16）。1893年には植民地政府の行政官養成を目的として保護国学校（collège du protectorat）（17）も
作られている。フランスの保護国となって以降このように単発的に学校が作られることはあったが，
カンボジアにおいて学校教育の本格的な導入がなされるのは植民地後半期の 20世紀に入ってからで
ある。植民地前半期，フランスは中央行政機構の整備に重点を置き，地方行政組織の再編や学校教育
制度の導入には着手しなかった（18）。
1.1　理事官府学校（全課程制学校）
1903年にノロドムの準備教育学校（école d’enseignement préparatoire）（19）がプノンペンに設立され
たのを皮切りに，植民地政府によって，最初の公立学校である理事官府学校（école résidentielle）が
コンポンチャム及びポーサット（Pursat）に設立された。その後短期間のうちに，他の理事官区の中
心地にも理事官府学校が設置された（20）。
図 1　カンボジア全図（1930年頃）
出典） Morizon, Rene （1931） Monographie du Cambodge, Hanoi: Imprimerie 
d’Extrême-Orient, p. 128.
　注） フランス植民地時代，1884年には全国が 8州に分けられ，フランス人
理事官（résident）が駐在する理事官区（circonscriptions résidentielles）
が 11設置された。その後地方行政単位の整備が行われ，1921年には 14
の州に 14の理事官区というかたちに再編成された。現在は 1都及び 23
州からなっている。
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提供されていたのは 6年間の初等教育で，フランス・現地初等教育資格（certificat d’études prima-
ries franco-indigènes）（21）試験に合格した優秀な生徒は，シソワット高等中学校（collége Sisowath）（22）
に進学し植民地政府の行政官となる道が開かれていた。理事官府学校は，全国から優秀な人材を集
め，植民地政府に忠実に仕える者を養成するピラミッド型エリート教育制度の土台部分であったと言
えよう。
理事官府学校には，カンボジア人以外にも華人（23）やベトナム人（アンナン人）（24）が多く在籍して
いた（表 1参照）。カンボジア人生徒の割合が少なかった理由として，フォレストはカンボジアでは
学校という伝統が根づいていなかったこと，親たちが伝統的に行われていた寺院での教育のほうを重
要視していること，カンボジア人教員が少ないこと，学校が都市部にしかなく通学が困難であったこ
と等を挙げている（25）が，フランス式の教育内容が日常とかけ離れすぎており，カンボジアの人口の
大部分を占める農民にとっては，理事官府学校に子どもを通わせる必要性が感じられなかったことが
容易に想像できる。
教育内容はフランス語，カンボジア語，算数，歴史，地理，衛生観念，道徳，体育等で，教授言
語は第 1学年の全教科と第 2学年以上のカンボジア語，道徳以外はフランス語であった。また，実
物教育（leçons de choses）の充実に力が注がれ，野外実習が行われると同時に学校博物館（musée 
scolaire）の整備もなされていた。学年末授賞式やスポーツ対抗戦等の学校行事も充実していたよう
である（26）。フランス人校長や大半を占めていたフランス人教員の存在が教育の水準を保証しており，
恵まれない家庭の子どもや農村部の子どものための奨学生枠の設置も行われていたため生徒数は一定
数を確保していたが，あくまでカンボジア全体では一部の限られた人々のための初等教育機関であっ
たと考えられる。
理事官府学校は 1923年ごろから全課程制学校（école de plein exercice）に名称変更がなされてい
る。1930年の時点で，全国に 18校ある全課程制学校に 4,935人が在籍していた（27）。
表 1　代表的な理事官府学校の生徒数（1910年前後） （単位：人）
学校所在地 年月 カンボジア人 華人 ベトナム人
バッタンバン 1908年 7月 70 68 13
コンポート 1913年 6月 26 12 17
コンポンチャム 1913年 2月 52  8 40
コンポンチュナン 1910年  　 32 12 33
スヴァイリエン 1914年 5月 47 48
出典） Forest, Alain （1980） Le Cambodge et la colonisation franeçaise: histoire d’une colonisations sans heurts 
（1897-1920）, Paris: L’Harmattan, p. 156.
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1.2　地方学校（初等学校）
理事官府学校の設立と時を同じくして，農村部に地方学校（école provinciale）が設立されはじめる。
これは，1906年に設置された現地人教育改善評議会（conceil de perfectionnement de l’enseignement 
indigène）の指揮によって学校教育の量的拡大が目指されことが直接の契機であると推察されるが，
全国一律に制度が導入されたわけではなく，各理事官府によって独自に学校の設立が進められていっ
た。高橋によると，最初の地方学校での初等教育は 1908年にバッタンバン（Battambang）で開始さ
れた（28）。コンポンチャムやコンポートにおいても同年には地方学校が設立されている。
教育内容は理事官府学校に準ずるものであったが，教員はカンボジア人が主であった。修業年限は
明確には定まっていなかったようであり，コンポートでは生徒にフランス・現地初等教育資格試験の
受験資格が与えられていたが，コンポンチャムでは与えられていなかった（29）。設立当初から地方学
校は人気がなく，学校数・生徒数ともに目立った増加は見られない。1916年には全国に 29校ある地
方学校の半径 1.5マイル以内に居住している子どもには就学が義務づけられ，正当な理由なくそれを
拒否した親には 1～ 5日の禁固刑もしくは罰金の支払いが命ぜられた（30）が，その試みも功を奏する
には至らなかった。
不人気の要因としては親が子どもを家事や農作業に使いたがっていること，教員の質が悪く人数も
不足していたこと，校舎の維持・管理が難しく多くの地方学校が荒廃していたこと等が挙げられてい
るが（31），理事官府学校の場合と同様，フランス式の教育内容に対する魅力の少なさも大きかったと
推察される。ちなみに，地方学校の授業は生徒に理解させるというよりもただひたすらに暗記させ
るような単調な形式であったため，コンポンチャムでは理事官府による視察の際にそのことを指摘さ
れ，改善を促されている（32）。
地方学校は 1923年ごろから初等学校（école élémentaire）に名称変更がなされている。1930年の
時点で，全国 74の初等学校に 3,507人が在籍していた（33）。理事官府学校（全課程制学校）と地方学
校（初等学校）は併せてフランス・カンボジア学校（école franco-cambodienne）と総称され，その
性質上，ひとまとめにして論じられる場合が多い。
1.3　村落学校
農村部には，各村落（khum）が住民参加型で学校建設を行い運営資金も負担する村落学校（école 
communale）も設立された（34）。村落学校に関しては先行研究に詳しい記述が見られず詳細は不明で
あるが，理事長官（résident supérieur）が任命した補助教員（institeur auxiliaire）もしくは理事官が
選んだ指導員（moniteur communaux）が授業を行っていたようである（35）。
1930年には全国に 203の村落学校があり，7,259人の生徒が在籍していた（36）。この数値から，当
時の農村部では初等学校よりも村落学校のほうが身近な存在であったことが伺える。その後村落学校
は徐々に初等学校に吸収され，フランス・カンボジア学校の一部を形成することとなる。
220 カンボジアにおける初等教育開発の歴史的展開①（平山）
1.4　寺院学校
さらに同時期，カンボジアで伝統的に行われていた寺院での教育を発展させるかたちで寺院学校
（école de pagode）が誕生した。ブザンソンによると，最初の寺院学校はコンポンチャムの理事官ボー
ドワン（Baudoin）と理事官府学校長メネトリエ（Ménétrier）の主導により 1908年にコンポンチャ
ムに設置された（37）。寺院学校は 1911年の王令によって本格的に組織される。王令では，カンボジア
内のすべての寺院で 8歳以上の男子にカンボジア語の読み書きや計算を教授することが目指され，8
歳以上の男子を持つ家庭には子どもを寺院学校に行かせることが義務づけられた（38）。教授は基本的
には僧侶によって行われたが，コンポンチャムでは理事官府が雇った指導員がフランス語，算数，カ
ンボジアの歴史等を教えていた（39）。
しかしながら，カリキュラムの未整備や僧侶の教授力量不足等から寺院学校の試みは失敗に終わ
り，王令から 5年後の 1916年に公式に放棄されている。失敗の原因はフランス人教員を寺院に派遣
したために僧侶の権威を失墜させ軋轢が発生した（40）という説があるが，真偽のほどは不明である。
ボードワンは設置当初より将来的には寺院から学校を切り離し世俗化する構想を持っており（41），寺
院学校であったものが地方学校に組み込まれていった可能性もある。何はともあれ，寺院学校の全国
展開はなされなかった。
２．学校教育の拡大
2.1　1920～ 1930年代
ノロドムの没後，副王であったシソワット（Sisowath）（在位 1904～ 1927年）が王位につき，国
内の道路・鉄道建設や地方行政単位の整備といった近代化政策が実施された。1907年にはバッタン
バン及びシェムリアップ（Siem Reap）がシャムから返還され，現在に至るカンボジアの領土がほぼ
すべて回復している。当時は農民の税負担が大きく不満の声が多かったという。フランスが第一次
世界大戦に参戦し軍事費の不足分を仏領インドシナに求めたことから税負担はさらに重くなり，1915
年には 300人，1916年には 4万人もの人々が地方からプノンペンの王宮前に集まりシソワットに直
訴を行った（42）。1925年にはコンポンチュナンの理事官バルデス（Bardez）が重税に苦しんでいた農
民から暗殺されるという事件も起きている（43）。
続くシソワット・モニヴォン（Sisowath, Monivong）（在位 1927～ 1941年）の治世を通してカン
ボジア人の民族意識は徐々に醸成されていき，第二次世界大戦の開戦とともにフランスの植民地支
配に陰りが見え出す。1936年にはカンボジア初のカンボジア語新聞「ナガラ・ヴァッタ」（Nagara 
vatta）が創刊された。「ナガラ・ヴァッタ」はカンボジア人民族主義者の拠点となり，以後，民族意
識高揚の役割を果たすことになる（44）。
当時の初等教育開発で特筆すべき点として，改革寺院学校の登場が挙げられる。最初の改革寺院学
校は，コンポートの理事官リションム（Richomme）と全課程制学校長マニプー（Manipoud）の主
導により，1924年にコンポートに設置された（45）。改革寺院学校のコンセプトは「伝統的な宗教教育
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のルネッサンス」（46）であり，寺院学校にはなかったカリキュラム，時間割，視学官による監査，試験
制度を盛り込み，教授にあたる僧侶教員（bonze instituteur）には，教壇に立つ前に主要な寺院に設
置された実習学校（école d’application）においてフランス式の教授法を学ばせた。植民地政府は早い
段階で改革寺院学校の全国展開を決定したが，そこには，1925年のバルデス暗殺事件によって失墜
した植民地政府の威信を同事業によって取り戻すという思惑が潜んでいた（47）。
教育内容はフランス・カンボジア学校と同様のものであったが，教授言語にはフランス語ではなく
カンボジア語が用いられた。提供されていたのは第 3学年までの教育のみで，授業は 1日 3時間（15
時 30分～ 18時 30分）であった（48）。修了試験に合格した生徒はフランス語の予備課程を経てフラン
ス・カンボジア学校の第 4学年に編入することができるとされ，ごく少数ではあったがそのような編
入例も存在した（49）。1930年の時点で，全国 53の改革寺院学校に 2,386人が在籍していたとの報告が
なされている（50）。仏教は寺院内での教育から女子を除外していたため，改革寺院学校で学んでいた
のはすべて男子である。表 2の通り，その後改革寺院学校の学校数及び生徒数は急速な勢いで増大し
表 2　各学校の学校数及び生徒数（1931～ 1952年） （単位：校，人）
年度
フランス・カンボジア学校 改革寺院学校
全課程制学校数 初等学校数 生徒数 学校数 生徒数
1930/1931  18  89 9,437 101 3,322
1932/1933  18  95 10,871 225 8,677
1934/1935  18  95 11,846 453 18,686
1936/1937  18  99 14,337 734 32,195
1938/1939  18 107 16,545 908 38,834
1940/1941  24 168 22,280 845 35,834
1941/1942 ― ― ― 860 37,096
1942/1943  35 170 25,033 895 43,908
1943/1944  51 146 28,112 992 47,555
1944/1945  55 154 32,385 ― ―
1945/1946  66 188 32,785 1,093 51,991
1946/1947  68 204 38,627 1,179 53,355
1947/1948  81 291 24,151 1,393 60,201
1948/1949  79 330 40,578 1,405 71,781
1949/1950  88 396 66,722 1,422 77,622
1950/1951  96 469 89,807 1,477 77,896
1951/1952 128 659 120,664 1,447 76,943
出典） Bilodeau, Charles （1955） “Compulsory Education in Cambodia”, Compulsory Education in Cambodia, Laos 
and Viet-Nam, Bilodeau, Charles & Somlith, Pathammavong & Lê, Quang Hông, Paris: UNESCO, pp.65-66.
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ており，1939年には学校数は 908校，生徒数は 3万 8,834人にまで達した。この時期，改革寺院学校
を通した初等教育の量的拡大が進められたことが把握できる。
カンボジアの僧侶や農民がフランス式の教育を受け入れた明確な理由は分かっていないが，教授言
語にカンボジア語を採用したこと，寺院学校の反省を生かして慎重に整備を行ったこと，さらに僧侶
や寺院の権威を尊重し肯定的に利用したことが功を奏したのではないかと考えられる。改革寺院学校
で提供されていたのはフランス式の教育であったが，フランス・カンボジア学校と異なるのは，カン
ボジア語での教授と人々に馴染みのあった寺院での教育という点である。その名残で現在でも寺院と
学校の結びつきは強く，多くの寺院には小学校が敷設されている。
フランス・カンボジア学校に関しては，この時期までに全課程制学校は 6年制，初等学校は 3年制
に統一がなされ，第 4学年以上は全課程制学校にのみ設置されたようである。両校の生徒数は 1930
年代の 10年間で約 2倍に増えている。また，1925年にはシソワット高等中学校に 4年制の初等教員
養成課程である師範部が開設され，カンボジア人教員の養成が開始された（51）。しかしながら，免許
を保持している初等教員の不足と教員の教授力量不足は植民地政府による年次報告書で常に懸念され
ており（52），初等教員に関する問題は慢性化していた。
2.2　1940～ 1950年代
シソワット・モニヴォンの没後，サイゴン（Saigon）のシャッスルー・ローバー高等学校（lycée 
Chasseloup Laubat）に在籍中だったノロドム・シハヌーク（Norodom, Sihanouk）（在位 1941～
1955年，1993～ 2007年）が王位を継承する。当時は日本軍の仏領インドシナ進駐によって 8,000人
もの日本軍がカンボジア国内に駐留していた。1945年にはフランス軍の武装解除が実施され，3月
13日，フランスと締結した保護条約の失効とカンプチア王国（Kingdom of Kampuchea）の独立が宣
言されたが，日本の降伏により独立は取り消されフランスの支配が再開される。ただし，1946年に
はフランスとカンボジアの間で暫定協定が結ばれて内政自治権がフランスからカンボジアに委譲され
たため，学校教育に関してもカンボジアが独自に政策を行えるようになった（53）。
しかしながら，フランスからの完全独立を目指す中で，この時期は憲法の公布・施行，総選挙の実
施，国民議会の招集等行政の整備に重点が置かれ，学校教育の改革は着手されなかった。フランス・
カンボジア学校はクメール公立学校という名称に変更されたが，依然として，カンボジアにはフラン
ス語で大部分の授業を行うクメール公立学校とカンボジア語で授業を行う改革寺院学校が併存し，そ
れぞれの学校で初等教育が施されていた。この当時，学齢期の男子の 15～ 20％が初等教育に就学し
ていたと見積もられている（54）。
政府はユネスコからの勧告のもと初等教育の義務化を構想していたが，ユネスコから派遣された
教育専門家ビロドーは，現段階でカンボジアにおいて初等教育の義務化を試みることは夢物語（uto-
pian）であると忠告している（55）。また，ユネスコ主催の第 14回公教育国際会議（14th International 
Conference on Public Education）において，王女ユカントール（Yukanthor）は「説明（instruct）だ
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けではなく教育（educate）を行える教員と十分な予算を確保するという義務を政府が果たすまで，
カンボジアでは義務教育制度は適用されないだろう」（56）と述べ，初等教員の質の低さと教育予算の少
なさを危惧している。
改革寺院学校による初等教育の量的拡大は引き続き進行しており，1952年には全国に 1,447の改革
寺院学校が存在し，7万 6,943人が就学していた（表 2参照）。1957年にはそれぞれ 1,465校，8万 5,895
人という数値になっている（57）。しかし，フランスからの独立前後より量的拡大の主導権はクメール
公立学校が担うようになる。デルヴェールによると，1945年には 3万 2,000人だったクメール公立学
校の生徒数は 1957年には約 10倍の 30万 5,000人にも上っており（58），短期間のうちに改革寺院学校
の規模を凌駕している。クメール公立学校の躍進は，新政府・新国家の威信を示すために農村部に多
数の学校が建設されたことが主要因であるが（59），改革寺院学校の普及によって人々に学校教育が馴
染みのあるものになっていたことが，その浸透を後押ししたと考えられる。また，改革寺院学校では
女子に対する教育が行えないため，学校を寺院から切り離してクメール公立学校に組み込むといった
試みも実施されていた（60）。1952年の時点で女子の就学者は 2万 5,408人に及んでおり（61），クメール
公立学校の生徒数の 21.1％を占めている。
初等教育の量的拡大に伴い初等教員の需要が増え，新たな初等教員養成校として 1956年にコンポ
ン・コントゥット教員養成センター（centre de formation Kampong Kantuot）が，1957年にトンレ・
バティ教員養成センター（centre de formation Tonlé Bati）が設置された（62）。師範学校及び両教員養
成センターの入学資格は初等教育修了資格を保持していることで，修業年限は 5年であった。5年間
の養成後は中等教育修了資格（brevet d’études du premier cycle）及び教員養成修了資格（certificat 
de fin d’etudes normales）が与えられ，1年間の試用教員となった後に正式な初等教員として各クメー
ル公立学校に配属されるという形式が採られていた（63）。クメール公立学校では他にも補助教員や指
導員が教授を行っており，中でも圧倒的多数を占めいていたのは初等教育修了資格のみを持つ補助教
員であった（64）。
1953年のフランスからの独立後もカンボジアの学校教育はフランス式のものであった。教授言語
をカンボジア語に統一すること，教育内容をカンボジアに沿ったものに改善すること等は以前より目
指されていたが，それらが実行に移されるのは，1958年のチャウ・セン（Chau, Seng）による教育
改革においてである。1958年以降，カンボジアは独立国として独自の教育政策を多数打ち出し，教
育の「クメール化」を推進していくことになる。
おわりに
以上，1958年以前のカンボジアにおける初等教育開発の展開を，当時の歴史背景も踏まえながら，
植民地政府による学校教育の導入と 1920年代以降の量的拡大に分けて論じた。前半部分では，学校
教育の導入時からカンボジアでは複数の初等教育機関が併存し，一部を除いてフランス式の教育が施
されていたことを確認した。後半部分では，1924年に設立された改革寺院学校が全国的な普及に成
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功するとともに，独立前後からはクメール公立学校が急激に増大する一連の流れを把握することがで
きた。また，カンボジア人の民族意識の高揚の中にありながら，当時の初等教育開発はあくまでも教
育の量的拡大に重点が置かれ，フランス式の教育からの脱却は課題として残されたままであったこと
が明らかになった。
さらに，地方学校（初等学校）が不人気であった理由や理事官府による視察の際の指摘，植民地政
府による年次報告書内の記述，第 14回公教育国際会議におけるユカントールの発言等から，学校教
育の導入から拡大の時期を通して，初等教員の教授力量が常に問題視されていたことを指摘できる。
現在においても，生徒が自ら考え発見していくような探求型の授業展開がなく，教員から生徒に一方
的に知識が伝達されていること，換言すれば教科書の説明・暗記にのみ力が入れられていることが問
題視されているが，問題の根底には旧来より伝承されてきた社会的価値観や教育の習慣が潜んでいる
のではないかと推察される。「チバップ」にある通りの教育像が過去から現在に至るまで深く根づい
ていると言っても過言ではないだろう。
次稿では，1979年に社会主義のカンプチア人民共和国が誕生するまでの約 20年間の初等教育開発
の展開を，1958年以降の教育政策の変遷及び 1975年 4月から 3年 8ヵ月続くポル・ポト（Pol, Pot）
政権による学校教育の破壊を中心に論じる。
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